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＜連絡事項＞
特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・寺澤　英男様～持参薬のメマリーが当院処方に切り替えとなる。
・澤口　利香様～便秘時のシンラック液が2本処方となる。
・下村　慶子様～退院時処方が3/21から5日分処方となる。

・松田　善治様～馬渡Drより家族面談の指示があり、長男に連絡する。3/15に返事をもら
うこととしている。その後、医師と調整していく。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。喫煙中は問題行動なし。妄想様の言動や多飲水行動無く落ち着いている。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。服薬に対して妄想に関する発言があり拒否している。飲み物一緒に服用している。対面時は声高で指示的口調となっている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放前にはドア蹴りがあり、要求や訴えの多さがみられる。開放中はノートに文字を書いて過ごしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。午後から大声でどなることや、奇声を発すること、空笑がみられている。13：30落ち着かない時の頓服薬で対応している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・佐藤　ミツ子様～両手・体幹身体拘束中。疎通不良、精神状態は妄想様の言動や一時的に興奮する様子がみられている。食事は拒否があり不食。服薬は一時的に拒否しているが促しで服用出来ている。点滴拒否やトラブルなく施行出来ている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。覚醒状態は良く、挨拶をする等疎通は散れている。マーゲンチューブの自己抜去があり、再挿入をしている。血糖値は安定している。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタルサイン特変なし。経管栄養は消化器症状なく経過。引き続き精神症状・身体症状雄の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想に関する発言はあるが、切迫した様子はない。離床しようとする等の危険行為なし。食事は1/2程度摂取出来ており服薬も出来ている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～活気なく動作緩慢。食事は2/3～全量摂取できている。体温37.0℃台、酸素飽和度95～98％。痰鳴があり吸引施行し酸素飽和度の低下はない。
・藤井　崇史様～声高さや多弁さがみられている。介入にも大声で話をしているが、粗暴的な行為はない。
・瀧澤　杏奈様～多動さがあり、疎通は不良。踊る等の奇異な行為もみられている。食事は促しで1/2～1/4摂取している。服薬は吐き出し等なくできている。
本日、母様来院し家族面談を実施する。最近の様子について、行動面での過活動や拒食、拒薬がみられること、脱衣行為など抑制欠如がみられて言動面でもきわめてまとまり悪い状態であることを田名部Drより説明する。今後、病識は無く、本人の同意での入院は困難とみられ、本日10時30分医療保護入院に切り変えていくことを説明する。
＜田名部Dr患者様診察情報＞
・袴田　将志様～臨時薬は同内容で7日分処方。開放観察は午前、午後2時間ずつに延長していく。
・宮澤　涼太様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・澤村　彬様～臨時薬は同内容で7日分処方。足爪の処置は軟膏塗布だけでよい。
・吉島　知寿子様～疼痛時のロキソプロフェンNaが10回分処方となる。
・小澤　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・工藤　悦子様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・田端　テル様～臨時薬カロナールは減量で7日分処方になる。
・高屋敷　良子様～経鼻経管栄養チューブ交換3/18の指示。経管栄養は3/15からCZ-HI
（1-2-2）に増量となる。
・瀧澤　杏奈様～3/15セット3、甲状腺セット採血の指示。臨時薬は増薬となっている。
・古里　長太郎様～臨時薬ジャヌビア、フェキソフェナジンが中止となる。点滴は同内
容で1日分処方。
・濱登　せつ子様～臨時薬は同内容で7日分処方。持参薬は一部内容変更で当院処方に
切り替えとなる。
・丹内　栄子様～手荒れがあるため、ユベラ軟膏1本処方となる。
＜皮膚科診察情報＞
・下村　慶子様～患部乾燥しており、本日の処置で終了となる。
・見付　幸一様～背部は乾燥しており、処置は終了。仙骨部は縮小傾向にあり。処置は同様。イソジンシュガー２本処方となる。
・中村　隆様～両肩から背部、四肢の湿疹増強あり。軟膏処置をオイラックスを塗布した後、デルモゾール軟膏を塗布するよう指示あり。臀部から肛門部はエキザルベ軟膏塗布処置となる。処方として①マルスチン錠２T/２×朝・夕/７日分、②デルモゾールDP軟膏３本③エキザルベ２本④ストロメクトール3T/１×朝食前（空腹時服用）。
・古里　長太郎様～処置は同様。エキザルベ１本処方となる。
・夏坂　浩美様～左踵に水泡あり。アズノール軟膏+フィルム保護処置となる。アズノール軟膏１本処方。

　　　　　　　　　

・泉山　紀子様、木村　美智子様、水梨　孝純様～同前処置指示あり。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：H31年3月14日　12:52

氏　　名：美玉　憲一郎（みたま　けんいちろう）様

生年月日：昭和6年6月20日（87歳）

病　　名：うつ病

性　　別：男性

主 治 医：田名部Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Aユニット13号室

　本日、八戸市立市民病院泌尿器科より紹介を受けて当院受診している。手指の振顫

からパーキンソン病も有って八戸赤十字病院神経内科に2年前から通っている。幻覚

症状はこれまでもなかったようである。

　診察時の様子としては、車いす使用して、妻が隣にいる状態にて疎通は良い感じで

いる。質問に対しては、大体、明瞭な口調で答えている。差貧対面では「腰がいたく

て最悪です。」寝たあり起きたりするとガチンとくるんで」と話している。痛みがあっ

て、ベッドに寝ていない状態であるらしく、肩などあちこちが痛いことがある。

　市民病院泌尿器科では膀胱癌の診断となっている。これまで計3回、経尿道的腫瘍

切除術を行っている。現在も細胞診で悪性所見陽性となっている。排尿は2時間おき

ぐらいに少量ずつあるという。歩行は家の中ではトイレまでは歩くが、つかまるとこ

ろがなくて転ぶのが怖いという。歩行箱の3月に入ってから殆ど不能になってきたと

いう。腰痛は持続しているが、今月に入ってから、精神症状的に厭世観が強まってき

ているようである。希死念慮は、痛み止めの薬が全く効かないことで死にたくなった

と話している。遺書も残して出ていった事も有った。不穏な言動も有って、家では家

族がみていく事が困難な状態である。

　H31.3.14診察にて病状および入院治療の必要性が全く理解できない状態であるため

12：52東病棟Aユニット13号室に医療保護入院となる。

LTBプラン、オムツ②
おやつは私物発注
義歯なし
インフルエンザは未実施、家族はOK、本人は拒否的
